
アルツハイマー病疾患修飾薬
全国臨床レジストリ研究

～研究へ参加してみませんか～

この研究では以下の情報を集めて研究します。
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より良い治療のため
ぜひ参加を

ご検討ください

（裏面もご覧ください）

(*) 疾患修飾薬はDMTともよばれ、病態に直接作用し、その経過に良い影響を与えるお薬です。

この研究は、アルツハイマー病（AD）の治療薬のうち

✓ レケンビ®（一般名レカネマブ）

✓ ケサンラ®（一般名ドナネマブ）

など疾患修飾薬(*)による治療を受けた患者さんを対象に

お薬の安全性や効果を長期にわたり詳しく調べる研究です。

血液検査(**)

✓ APOE（アポ
イー）という
遺伝子の型を
調べます

✓ 半年に一度バ
イオマーカー
検査を行いま
す

ご参加いただける方は
主治医の先生に
ご相談ください

診療情報

✓ 検査結果
✓ 治療の経過な

ど

アンケート

✓ 介護や生活の
質への影響

(**)詳しくは、研究ホーム
ページをご覧ください。



研究代表機関：国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター
神経研究所 所長 研究代表医師 岩坪 威

研究にご興味がある方
は、こちらのQRコー
ドよりさらに詳しい資
料がご覧いただけます。
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多くの情報を集めて次のようなことを明らかにしたいと考えています。

お薬の長期的な実際の効果1

実際に使用してみた場合の副作用2

副作用に影響する要因3

安全・適切な治療体制を作るために必要なこと4

その一歩を、全国の力に

多くの皆様のご協力をいただくことで、
アルツハイマー病の治療がより安全・安心で確実なものに

なることが期待できます。

この研究は、2025年から全国の医療施設と患者さん、
研究施設、製薬会社が協力して行っています。

主治医の先生ともご相談いただき、
ぜひ参加をご検討ください。

URL: https://addmt.ncnp.go.jp/for-participants/
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